
〈
目
次
》

一
序
ｌ
「
主
観
的
演
繰
」
と
「
構
想
力
」
の
閥
題
’

二
ヴ
ォ
ル
フ
と
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
け
る
「
櫛
想
力
」
の
概
念

１
ヴ
ォ
ル
フ
に
於
け
る
「
撒
想
力
」
概
念
に
つ
い
て

２
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
け
る
「
構
想
力
」
概
念
に
つ
い
て

三
独
断
的
哲
学
か
ら
批
判
哲
学
へ
の
移
行

ｌ
「
形
而
上
学
講
義
」
の
「
経
験
的
心
理
学
」
の
成
立
時
側
に
つ
い
て
ｌ

〈
以
下
（
下
）
〉

四
「
形
而
上
学
講
義
」
に
お
け
る
「
形
成
力
」
の
概
念

ｌ
感
性
的
能
力
と
し
て
の
「
形
成
力
」

２
時
間
の
三
様
態
と
「
形
成
力
」
の
三
つ
の
能
力

３
「
形
成
力
」
の
も
う
一
つ
の
区
分

４
悟
性
と
感
性
と
の
中
間
的
能
力
と
し
て
の
「
形
成
力
」

迩
総
語
ｌ
「
形
成
力
」
か
ら
雛
判
哲
学
に
於
け
る
「
総
想
力
」
概
念
へ
Ｉ

松
本
長
彦

八
九

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）



悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

｜
序
ｌ
「
主
観
的
演
緯
」
と
「
構
想
力
」
の
問
題
ｌ

カ
ン
ト
が
批
判
哲
学
を
確
立
し
、
主
著
「
純
粋
理
性
批
抑
」
を
出
版
し
た
の
は
、
一
七
八
一
年
で
あ
る
。
一
七
七
○
年
に
所
謂
教
授
就

任
論
文
『
感
性
界
及
び
叡
智
界
の
形
式
と
原
理
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
四
六
歳
で
や
っ
と
母
校
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
の
論
理
学
及

び
形
而
上
学
の
正
教
授
の
職
に
就
い
た
後
、
彼
は
ほ
ぼ
一
○
年
間
、
本
格
的
な
著
作
を
発
表
し
な
か
っ
た
。
所
謂
「
沈
黙
の
一
○
年
」
で

あ
る
。
カ
ン
ト
の
そ
れ
ま
で
の
精
力
的
で
才
気
溢
れ
る
著
述
活
動
に
比
し
て
、
あ
ま
り
に
対
照
的
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
知
人
、
友
人

は
謡
し
く
思
い
、
心
配
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
一
○
年
間
は
無
為
に
過
ご
さ
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
彼
は
、
「
教
授
就
任
論
文
」
で
っ
か
み
か
け
て
い
た
、
独
自
の
ま
っ
た
く
新
し
い
哲
学
体
系
を
基
礎
づ
け
る
作
業
に
没
頭
し
、

九
○

そ
の
「
沈
黙
の
一
○
年
」
の
成
果
が
『
純
粋
理
性
批
判
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
が
最
も
苦
労
し
た
部

分
が
、
「
純
粋
悟
性
概
念
の
超
越
論
的
演
鐸
」
（
ｇ
①
目
。
§
且
９
国
一
の
ロ
の
目
冨
目
。
。
『
量
．
ｇ
く
①
『
旨
且
§
①
曾
需
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
箇

所
で
あ
る
こ
と
も
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
は
さ
ら
に
六
年
後
の
一
七
八
七
年
に
出
版
し
た
『
純
粋
理

性
批
判
』
第
二
版
に
於
い
て
、
こ
の
「
超
越
論
的
演
鐸
」
を
全
面
的
に
書
き
直
し
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
カ
ン
ト
が
苦
労
し
た
「
超
越
論
的
演
鐸
」
の
第
一
版
と
第
二
版
と
を
読
み
比
べ
た
と
き
に
、
容
易
に
気
付
く
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
第
一
版
の
「
序
文
」
（
く
○
月
。
①
）
で
「
主
観
的
演
鐸
」
（
＆
⑦
呂
号
百
く
①
ロ
①
目
百
○
コ
）
（
シ
×
く
畠
・
）
と
名
づ
け
た

一
連
の
論
述
、
即
ち
「
純
粋
悟
性
そ
れ
自
身
を
、
そ
の
可
能
性
と
悟
性
自
身
が
基
づ
い
て
い
る
認
識
諸
力
に
従
っ
て
考
察
す
る
、
即
ち
悟

性
を
主
観
的
関
係
に
於
い
て
考
察
す
る
」
（
シ
×
く
星
た
め
の
論
述
が
、
第
一
版
と
第
二
版
と
の
間
で
は
相
当
に
異
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
第
一
版
で
は
、
「
予
備
的
考
察
」
（
く
。
『
冒
得
⑦
ｍ
１
目
①
日
。
、
）
（
シ
腸
・
）
と
い
う
表
題
か
ら
開
始
さ
れ
、
「
一
、
直
観
に
於
け
る
把



カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

九
一

捉
の
綜
合
に
つ
い
て
」
（
シ
畠
‐
』
８
．
）
、
「
一
一
、
構
想
に
於
け
る
再
生
の
綜
合
に
つ
い
て
」
（
ン
］
ｇ
Ｉ
］
Ｓ
・
）
、
「
三
、
概
念
に
於
け
る
再
認

の
綜
合
に
つ
い
て
」
（
シ
」
９
１
］
］
◎
．
）
、
「
四
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
認
識
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
可
能
性
の
予
備
的
解
明
」
（
シ
］
己
ｌ
］
庭
・
）

と
い
う
四
つ
の
節
は
、
そ
の
論
述
の
す
べ
て
が
主
観
的
演
鐸
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
内
容
の
か
な
り
の
部
分
が
、
構
想
力
の
「
三
重
の

綜
合
」
（
①
ヨ
①
号
①
冒
呂
①
の
旨
胃
い
一
韓
）
を
手
引
き
と
し
て
、
「
感
能
」
（
ｍ
ヨ
コ
）
、
「
構
想
力
」
（
国
弓
旨
目
、
舌
島
）
及
び
「
統
覚
」
（
シ
弓
⑦
§
官
目
）

と
い
う
一
一
一
つ
の
「
主
観
的
源
泉
」
（
三
①
醗
昌
①
百
く
ｇ
ｏ
臣
①
一
一
ｇ
）
（
ン
買
呂
号
く
、
一
・
ン
謡
．
）
或
い
は
「
認
識
諸
力
」
（
、
『
天
①
弓
目
舌
葛
①
）

と
、
そ
れ
ら
の
「
主
観
的
関
係
」
（
い
量
＠
百
く
①
国
＆
①
言
己
、
）
の
考
察
に
費
や
さ
れ
、
「
如
何
に
し
て
思
惟
す
る
能
力
自
身
が
可
能
で
あ
る

（
２
）

の
か
？
」
（
シ
×
く
屋
．
）
と
い
う
問
い
の
解
明
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
一
版
で
は
こ
の
部
分
が
か
な
り
省
略
さ
れ
、
カ

ン
ト
自
身
が
「
客
観
的
演
鐸
」
（
○
且
①
百
く
⑦
ロ
①
号
百
○
回
）
（
ン
×
く
目
）
と
呼
ぶ
、
「
悟
性
の
ァ
・
プ
リ
ォ
リ
な
純
粋
諸
概
念
の
客
観
的
妥

当
性
を
証
明
し
、
理
解
さ
せ
る
」
（
ン
×
く
ご
論
述
が
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

（
３
）

第
一
版
に
於
い
て
あ
れ
ほ
ど
詳
細
に
考
察
さ
れ
た
「
悟
性
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
認
識
諸
力
」
の
「
主
観
的
関
係
」
が
、
第
二
版
で

は
極
め
て
簡
単
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
」
の
「
主
要
な
問
い
」
（
爵
呂
［
旨
、
①
）

が
、
「
悟
性
と
理
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
か
ら
自
由
に
、
何
を
ど
の
程
度
ま
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」
（
ン
×
く
己
と
い
う

問
い
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
の
は
「
客
観
的
演
鐸
」
で
あ
り
、
「
主
観
的
演
鐸
」
は
客
観
的
演
鐸
の
論
証
の
た
め
に
必
要
と

（
４
）

考
え
ら
れ
る
範
囲
で
考
察
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
れ
ば
、
十
分
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
に
と
っ

て
「
主
観
的
演
鐸
」
が
無
く
て
も
済
む
よ
う
な
ど
う
で
も
よ
い
考
察
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
訳
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
ゃ
容
易
な
考

察
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
訳
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
カ
ン
ト
が
「
沈
黙
の
一
○
年
」
の
中
で
最
も
苦
労
し
た
部
分
が
、
こ
の
主
観
的

演
鐸
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
悪
戦
苦
闘
し
て
考
え
抜
い
た
成
果
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
第
一
版
で
は
あ
れ
ほ
ど
詳
細
に
叙
述

し
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
旦
筋
道
を
立
て
て
叙
述
し
、
主
観
的
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
内
容
自
体



は
「
純
粋
理
性
批
判
」
の
主
要
目
的
に
照
ら
し
て
さ
ほ
ど
強
調
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
た
め
に
、
第
二
版
で
は
大
胆
に
省
略
さ
れ
、
そ
の

成
果
だ
け
が
ご
く
簡
単
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

既
に
指
摘
し
た
が
、
第
一
版
に
於
け
る
「
主
観
的
演
鐸
」
の
内
実
は
、
構
想
力
の
「
三
重
の
綜
合
」
（
①
胃
号
①
爵
呂
の
の
百
号
①
爵
）
を

軸
に
、
「
認
識
諸
力
」
の
「
主
観
的
関
係
」
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
考
察
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が
、
「
構
想
力
」

（
国
弓
旨
目
鴨
可
昌
）
で
あ
る
。
筆
者
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
」
に
於
け
る
構
想
力
の
働
き
（
綜
合
の
働
き
）
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
以

（
５
）

前
に
詳
細
に
考
察
し
た
。
本
稿
に
於
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
哲
学
に
於
け
る
「
構
想
力
」
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
を
、

ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ゥ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
著
作
に
於
け
る
「
構
想
力
」
概
念
と
、
カ
ン
ト
の
『
形
而
上
学
講
義
」
に
於
け
る
「
形
成
力
」
概
念
と

を
比
較
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

ニ
ヴ
ォ
ル
フ
と
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
け
る
「
構
想
力
」
の
概
念

九
一

一

ま
ず
最
初
に
我
々
は
、
カ
ン
ト
に
於
け
る
「
構
想
力
」
（
国
弓
旨
自
照
胃
島
）
と
い
う
能
力
の
来
歴
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
カ
ン
ト
は
こ
の
概
念
を
〈
無
か
ら
創
造
〉
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
我
々
は
、
三
木
清
の
言
う
よ
う
に
、
「
カ
ン
ト
は
こ

（
６
）

の
概
念
を
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
形
而
上
学
か
ら
取
っ
て
き
た
。
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
る
、
っ
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ

ル
ク
大
学
に
於
け
る
形
而
上
学
講
義
の
教
科
書
と
し
て
Ａ
・
Ｇ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
（
ど
①
曽
己
①
『
○
○
昌
の
ず
冒
昌
函
目
①
Ｐ
ご
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）

の
「
形
而
上
学
」
（
ミ
９
ｓ
ご
閏
§
）
を
使
用
し
て
お
り
、
し
か
も
後
に
示
す
よ
う
に
、
同
書
に
於
け
る
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
構
想
力
の
概

念
は
、
相
当
程
度
に
カ
ン
ト
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
、
ヘ
ル
マ
ン
・
メ
ル
ヒ
ェ
ン
が
指

（
７
）

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
弓
旨
目
噌
‐
寄
島
（
一
目
、
盲
目
○
）
と
い
う
語
は
、
既
に
ヴ
ォ
ル
フ
（
ｇ
冒
冒
乏
○
員
屋
忍
‐
ご
窟
）
の
著
作



ヴ
ォ
ル
フ
は
、
認
識
能
力
を
ま
ず
「
悟
性
」
（
く
①
『
い
冒
号
一
員
①
一
一
①
昌
宰
）
と
「
感
能
」
（
盟
目
ｇ
）
及
び
「
構
想
・
力
」
（
国
弓
一
一
合
．
照
’
六
『
島
）

（
９
）

と
の
一
一
種
類
に
大
別
す
る
。
こ
の
区
分
は
、
当
該
認
識
能
力
の
も
つ
表
象
の
「
明
噺
（
六
一
閏
）
・
判
明
（
。
①
昌
呂
）
」
さ
の
度
合
い
に
基
づ

い
て
い
る
（
く
函
一
．
く
．
ｏ
・
ふ
．
画
罰
②
．
』
認
・
）
。
即
ち
、
感
能
及
び
構
想
力
の
表
象
（
感
覚
両
日
目
且
目
、
及
び
構
想
四
号
一
一
合
．
、
）
は
、
明

噺
で
は
あ
っ
て
も
判
明
で
は
な
い
。
悟
性
が
付
け
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
こ
れ
ら
の
表
象
は
判
明
と
な
る
。

１
ヴ
ォ
ル
フ
に
於
け
る
「
構
想
力
」
概
念
に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
は
構
想
力
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

「
現
に
存
在
し
て
い
な
い
物
の
表
象
は
、
構
想
（
国
弓
一
一
号
。
、
）
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
象
を
産

（
８
）

出
す
る
魂
の
能
力
は
、
構
想
・
力
（
団
言
亘
一
目
。
鴫
‐
天
国
毒
）
と
呼
ば
れ
る
。
」

九
三

に
見
出
さ
れ
る
。
周
知
の
如
く
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
ヴ
ォ
ル
フ
学
徒
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
「
椛
想
力
」
概
念
が
ヴ
ォ
ル
フ
の
そ
れ
を
継

承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
構
想
力
」
あ
る
い
は
「
想
像
力
」
と
い
う
概
念
の

来
歴
を
辿
っ
て
ゆ
け
ば
、
我
々
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
霊
魂
論
」
Ｓ
⑮
エ
ミ
ミ
）
に
於
け
る
：
定
員
貝
負
の
概
念
に
ま
で
遡
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ま
ず
我
々
は
、
カ
ン
ト
が
そ
こ
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
バ
ウ
ム
ガ
ル

テ
ン
及
び
ヴ
ォ
ル
フ
の
構
想
力
概
念
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
構
想
力
概
念
と
カ
ン
ト
の
そ
れ
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、

カ
ン
ト
の
構
想
力
概
念
の
独
自
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
我
々
は
ま
ず
ヴ
ォ
ル
フ
に
於
け
る
構
想

力
概
念
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



こ
の
理
由
と
し
て
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
「
構
想
は
感
覚
に
そ
の
起
源
を
も
つ
」
（
く
．
。
・
み
、
閉
函
吻
．
］
笛
・
）
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

構
想
は
感
覚
の
再
現
〔
再
生
〕
（
宛
名
『
○
号
百
○
コ
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
元
の
感
覚
ほ
ど
明
噺
で
は
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
の

（
叩
）

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
意
味
で
、
「
感
能
は
一
般
に
構
想
・
力
に
優
越
す
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
考
え
て
い
る
「
構

想
」
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
再
生
的
（
３
℃
『
且
臭
号
）
な
も
の
で
あ
り
、
「
記
憶
」
（
Ｑ
①
忌
呂
冒
邑
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
端
的

に
表
し
て
い
る
の
が
、

さ
ら
に
、
感
能
と
構
想
力
は
そ
の
明
断
性
の
度
合
い
に
於
い
て
区
別
さ
れ
る
。

「
構
想
・
力
は
、
我
々
が
以
前
に
感
覚
し
思
惟
し
た
も
の
以
外
に
は
何
も
産
み
出
す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
、
構
想
と
は
、
世
界
の

過
去
の
状
態
の
表
象
に
他
な
ら
な
い
。
」
（
く
．
。
．
参
・
、
Ｓ
あ
．
、
８
．
）

「
構
想
は
、
感
覚
の
内
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
を
す
べ
て
明
噺
に
表
象
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
構
想
に
は
大
き
な
暖
昧

さ
が
存
す
る
。
こ
の
点
で
、
構
想
は
感
覚
と
区
別
さ
れ
る
。
」
（
く
．
Ｑ
み
、
画
鼠
の
・
国
言
）

九
四

と
い
う
叙
述
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ル
フ
に
於
い
て
は
、
構
想
力
は
、
感
覚
ま
た
は
感
覚
に
基
づ
い
た
思
惟
を
前

提
し
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
ら
を
再
生
す
る
能
力
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
こ
の
構
想
力
が
行
う
再
生
の
規
則
と

し
て
、
以
前
の
感
覚
や
構
想
と
現
在
の
そ
れ
と
が
同
じ
部
分
を
も
っ
と
き
、
以
前
の
も
の
が
再
び
現
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る

（
く
、
一
・
く
．
。
・
み
、
闇
、
．
②
．
］
圏
・
）
。
こ
れ
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
想
像
力
」
（
冒
緒
旨
昌
ｇ
）
を
支
配
す
る
原
理
と
し
て
強
調



し
た
「
連
想
〔
観
念
連
合
〕
」
（
農
。
。
菖
目
○
『
己
⑦
農
）

そ
れ
故
、
ヴ
ォ
ル
フ
に
於
け
る
「
構
想
力
」
と
は
、

の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

（
皿
）

の
原
理
に
他
な
ら
な
い
。

も
っ
ぱ
ら
連
想
の
法
則
に
従
う
経
験
的
再
生
の
能
力
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

九
五

２
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
け
る
「
構
想
力
」
概
念
に
つ
い
て

で
は
次
に
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
け
る
「
構
想
力
」
の
規
定
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
構
想
力
の
概
念
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
よ
り
詳
細
な
規
定
を
行
っ
て
い
る
。

彼
の
構
想
力
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
「
形
而
上
学
」
の
中
の
「
経
験
的
心
理
学
」
令
遷
呂
○
一
○
ｍ
旨
①
ヨ
ロ
嵐
８
）
の
章
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
の

章
に
於
い
て
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
「
魂
の
諸
能
力
」
（
自
冒
①
胃
匡
一
目
①
い
）
を
「
認
識
能
力
」
（
胃
匡
一
国
い
８
瞥
○
唾
昌
く
煙
）
と
「
欲
求
能
力
」

（
胃
匡
一
冨
晩
壱
冒
三
く
鐘
）
に
分
類
し
、
さ
ら
に
前
者
を
「
上
級
」
（
吻
呂
①
１
。
『
）
と
「
下
級
」
（
ヨ
符
１
。
『
）
の
認
識
能
力
に
分
類
す
る
。
認
識

、
、
、

能
力
の
こ
の
よ
う
な
分
類
の
基
準
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
同
様
に
認
識
の
判
明
性
の
度
合
い
で
あ
る
。
「
何
か
を
判
明
に
認
識
す
る
能
力
が
、

（
吃
）

上
級
認
識
能
力
（
胃
匡
一
国
顕
８
，
コ
○
醜
。
旨
く
鱈
唾
呂
①
１
。
『
）
、
（
精
神
）
（
ョ
①
易
）
、
知
性
（
一
三
①
一
一
①
ｏ
Ｅ
ｍ
）
で
あ
る
。
」
こ
れ
に
対
し
て
、
「
或
る
も

、
、

、
、
、
、
、
、

の
を
暖
昧
に
混
乱
し
て
、
ま
た
は
判
明
で
な
く
認
識
す
る
能
力
が
、
下
級
認
識
能
力
（
胃
巨
一
冨
醗
８
ｍ
目
碗
昌
く
津
ヨ
毎
『
一
。
『
）
で
あ
る
。
」
（
国
．

ミ
・
ふ
．
紐
Ｐ
胃
シ
ン
・
》
巴
．
×
く
．
い
・
①
．
）
そ
し
て
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
下
級
認
識
能
力
を
さ
ら
に
「
感
能
Ⅱ
感
覚
能
力
」
（
⑫
ｇ
ぃ
房
恥

蚕
２
一
一
ｇ
晩
①
呂
２
ｓ
）
（
画
・
ミ
．
、
琴
切
望
‐
、
認
・
）
、
「
構
想
力
」
（
ロ
冨
冒
豊
函
胃
匡
一
言
い
一
ョ
緒
言
且
一
）
（
画
・
ミ
．
、
窓
・
訊
司
‐
田
］
・
）
、
「
識
別

力
」
（
ロ
①
閉
己
冨
畠
）
（
画
・
ミ
．
、
謡
・
切
目
‐
、
認
．
）
、
「
記
憶
」
（
ョ
の
日
ｏ
１
“
）
（
国
・
ミ
．
、
霊
．
、
ご
‐
、
露
．
）
、
「
創
作
能
力
」
（
己
。
①
〔
冒
恥
胃
巨
一
一
罵

言
、
⑦
己
一
）
（
国
・
ミ
・
・
鰯
．
ｍ
ｇ
ｌ
ｇ
』
．
）
、
「
予
見
」
（
ロ
国
①
く
園
。
）
（
画
・
ミ
．
、
霊
．
＄
、
‐
Ｓ
ｍ
．
）
、
「
判
断
力
」
（
一
員
。
旨
ョ
）
（
国
・
ミ
．
、
窓
．
①
急
‐

の
ｇ
・
）
、
「
予
感
〔
予
想
〕
」
（
ロ
圏
⑦
麗
胴
三
○
）
（
酌
・
ミ
・
・
霧
・
巴
。
１
日
、
．
）
、
「
表
示
能
力
」
（
胃
匡
一
画
吻
呂
嵩
只
①
１
巽
一
８
）
（
画
・
ミ
．
、
琴
臼
④
‐
⑦
鴎
・
）



、
、
、
、
、
、

こ
の
よ
う
に
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
構
想
力
を
、
予
め
感
能
に
於
い
て
知
覚
さ
れ
た
過
去
の
状
態
の
表
象
を
再
生
す
る
能
力
と
規
定
し
て

い
る
。

に
分
類
し
て
詳
細
に
考
察
し
て
い
る
。

（
旧
）

こ
の
よ
う
に
、
構
想
力
〔
想
像
力
〕
（
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
用
語
で
は
己
冨
冒
爵
或
い
は
胃
匡
一
ｓ
切
一
ョ
緒
言
且
一
）
は
「
下
級
認
識
能
力
」

の
一
つ
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
櫛
想
力
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
私
は
、
私
の
過
去
の
状
態
を
、
従
っ
て
ま
た
世
界
の
過
去
の
状
態
を
、
意
識
し
て
い
る
。
世
界
の
過
去
の
状
態
の
、
ま
た
私
の
過

去
の
状
態
の
表
象
（
扇
冒
①
唖
。
三
豊
。
）
が
構
想
（
喜
自
雷
冒
）
（
想
像
冒
緒
ヨ
畠
。
、
内
観
ぐ
言
ョ
、
幻
想
く
一
の
一
・
）
で
あ
る
。
」
（
国
・
ミ
．
・

か
．
、
、
司
函
シ
ン
．
、
国
。
．
×
く
．
い
」
＠
．
）

「
私
は
構
想
す
る
能
力
（
奇
２
－
ｓ
“
一
ョ
緒
ヨ
呂
島
）
つ
ま
り
構
想
力
（
己
冨
己
冨
の
盲
）
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
私
の
構
想
（
一
畠
、
ヨ
員
。
。
①
い
）

は
、
か
っ
て
現
前
し
て
い
た
も
の
の
知
覚
で
あ
る
か
ら
、
私
が
そ
れ
ら
を
構
想
す
る
場
合
に
は
、
存
在
し
て
い
な
い
感
覚
の
知
覚
で

あ
る
。
」
（
国
・
ミ
．
、
季
・
訊
呼
ン
ン
．
、
９
．
×
く
．
い
、
尼
．
）

「
構
想
力
に
よ
っ
て
諸
知
覚
は
再
現
〔
再
生
〕
さ
れ
る
（
ｇ
自
国
豊
ロ
①
『
８
ｇ
○
コ
⑦
碗
扇
己
『
○
号
。
旨
冒
『
．
）
。
そ
し
て
、
予
め
感
能
（
碗
⑦
易
房
）

の
内
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
は
、
構
想
力
の
内
に
は
存
在
し
な
い
。
」
Ｓ
・
ミ
．
参
・
韻
Ｐ
ン
ン
・
・
圏
．
×
く
あ
．
ｇ
、
）

九
六

し
か
し
、
構
想
力
の
表
象
で
あ
る
構
想
（
言
侭
冒
昌
。
）
も
、
感
能
の
表
象
で
あ
る
感
覚
（
ゆ
ｇ
い
皇
。
）
も
、
個
別
的
な
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
ら
は
普
遍
的
な
連
関
に
於
い
て
組
み
合
わ
さ
れ
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
く
四
・
画
．
ミ
・
ふ
．
認
］
函
シ
シ
．
、
園
．
×
く
．
の
．

ｇ
、
）
。
こ
れ
ら
表
象
を
組
み
合
わ
せ
る
規
則
、
即
ち
「
観
念
を
部
分
的
に
知
覚
す
る
と
、
そ
の
全
体
の
観
念
へ
と
立
ち
帰
る
」
と
い
う
規



（
国
．
』
亀
．
．
》
．
、
⑤
』
報
ン
ン
・
・
国
９
浬

と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。

た
く
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
い
て
も
、
構
想
力
は
連
想
の
法
則
に
従
う
単
な
る
経
験
的
再
生
の
能
力
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
そ
れ
故
に
、
構
想
力
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
場
合
と
同
様
に
、
「
記
憶
」
（
胃
ョ
○
畳
）
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
バ

ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
記
憶
を
「
再
生
さ
れ
た
知
覚
を
再
認
す
る
能
力
」
（
胃
匡
一
国
碗
『
①
宮
○
号
§
い
つ
⑦
『
８
ｇ
○
．
２
局
８
唱
ｏ
ｍ
８
己
一
）
（
画
・
ミ
．
．

》
・
瑠
淳
ン
シ
・
・
圏
．
×
く
あ
．
鷺
・
）
即
ち
、
構
想
力
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
た
表
象
を
、
以
前
有
し
て
い
た
表
象
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
再

認
識
す
る
能
力
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
「
記
憶
と
は
、
我
々
が
以
前
に
も
っ
て
い
た
思
考
を
、
そ
れ
が
再
び
現
れ
る
と
き
に
、

我
々
は
そ
れ
を
既
に
も
っ
て
い
た
と
再
認
識
す
る
能
力
に
他
な
ら
な
い
。
」
（
く
．
。
、
み
、
い
ち
．
い
、
］
＄
．
）
と
い
う
ヴ
ォ
ル
フ
の
規
定
と
ま
つ

則
を
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
「
構
想
の
規
則
」
（
一
①
〆
一
胃
、
言
昌
ｏ
己
い
）
と
呼
び
、
「
観
念
連
合
」
（
農
ｇ
ｏ
員
。
ご
ｇ
昌
昌
）
と
も
呼
ん
で
い
る

（
国
．
ミ
．
ふ
．
、
日
報
ン
ン
．
、
図
．
×
く
あ
．
旨
）
。
こ
れ
は
所
謂
「
連
想
律
」
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
既
に
考
察
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
の
規
定

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

「
私
は
、
構
想
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
或
る
知
覚
の
一
部
分
だ
け
に
注
意
を
向
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
創
作
す
る
（
言
、
ｏ
）
。
そ
れ
故
、
私
は
創
作
す
る
能
力
（
胃
匡
一
勇
言
ｍ
ｇ
ｇ
）
即
ち
創
作
力
（
固
○
①
〔
園
）
を
も
っ

て
い
る
。
」
Ｓ
・
ミ
．
．
》
．
、
＄
叩
ジ
ン
．
、
国
。
．
×
く
．
い
、
蹟
．
）

九
七

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
構
想
力
」
（
己
冨
旨
農
）
の
概
念
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
「
構
想
・
力
」
（
、
一
号
旨
自
、
い
‐
寄
島
）

の
概
念
を
忠
実
に
受
け
継
い
だ
も
の
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
は
異
な
っ
て
、
さ
ら
に
「
創
作
能
力
」
（
胃
匡
一
菌
い
言
、
①
昌
急
Ｏ
ｇ
８
）
と
い
う
能
力

を
提
示
し
て
い
る
。



バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
さ
す
が
に
「
美
学
」
（
シ
①
い
う
ｇ
８
“
少
碗
胃
鼻
）
の
創
始
者
ら
し
く
、
感
性
的
創
作
能
力
へ
の
目
配
り
を
怠
ら
な

か
っ
た
。
も
し
我
々
の
構
想
（
心
象
）
が
、
単
に
過
去
の
知
覚
の
再
生
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
芸
術
的
創
作
の
入
り
込
む
余
地

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
我
々
は
創
作
の
場
に
於
い
て
、
過
去
の
知
覚
を
離
れ
て
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
（
即
ち
構
想
国
弓
旨
目
、
）
を
抱

く
。
そ
の
場
合
我
々
は
、
過
去
の
知
覚
（
ま
た
は
感
覚
）
及
び
そ
の
再
現
像
（
構
想
）
を
自
由
に
組
み
替
え
て
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
作

（
Ｍ
）

り
出
す
能
力
を
必
要
と
す
る
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
、
こ
の
能
力
を
「
創
作
力
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
創
作
力
も
、
そ

の
「
創
作
」
（
罰
昌
。
）
の
た
め
に
は
、
素
材
と
し
て
構
想
力
の
「
構
想
」
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
構
想
力
・

記
憶
と
同
様
に
、
経
験
的
能
力
、
即
ち
経
験
に
基
づ
い
て
の
み
働
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
い
て
も
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
同
様
に
、
構
想
力
（
記
憶
・
創
作
力
も
含
め
て
）
は
、
経
験
的
再
生
の
能
力

と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
独
断
的
哲
学
か
ら
批
判
哲
学
へ
の
移
行

Ｉ
『
形
而
上
学
講
義
」
の
「
経
験
的
心
理
学
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
Ｉ

九
八

前
章
で
考
察
し
た
よ
う
な
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
構
想
力
」
概
念
を
（
よ
り
広
く
考
え
れ
ば
彼
ら
の
「
経
験
的
心
理
学
」

を
）
把
握
し
た
上
で
、
カ
ン
ト
は
独
自
の
構
想
力
概
念
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
カ
ン
ト
は
、
高
坂
正
願
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
経

（
腸
）

験
心
理
学
的
分
析
を
手
懸
か
り
と
し
つ
つ
、
超
越
心
理
学
〔
冒
闇
①
且
①
昌
一
①
騨
望
ｇ
ｏ
－
ｏ
四
①
的
な
る
分
析
に
進
み
入
っ
て
」
ゆ
く
と
い
う
手

法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
超
越
〔
論
的
〕
心
理
学
的
分
析
」
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
超
越
論
的
哲
学
の
核
心
を
な
す
か

の
「
純
粋
悟
性
概
念
の
超
越
論
的
演
鐸
」
の
、
カ
ン
ト
が
悪
戦
苦
闘
し
た
問
題
の
解
決
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
主
観
的
演
鐸
」
言
①



カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

九
九

い
量
①
言
く
①
ロ
①
目
冨
目
）
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
経
験
的
心
理
学
」
か
ら
「
主
観
的
演
鐸
」
へ
の
移
行
の
過
渡
的
形
態
を
示

す
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
カ
ン
ト
の
「
形
而
上
学
講
義
」
、
特
に
ペ
ー
リ
ッ
ッ
（
穴
．
エ
．
Ｆ
・
や
。
旨
）
に
よ
っ
て
編
集
・
出
版
さ
れ
た
「
イ

（
脆
）

マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
形
而
上
学
講
義
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
経
験
的
心
理
学
」
（
①
ヨ
ロ
ヨ
⑫
号
①
房
琶
呂
○
一
○
四
①
）
の
部
分
で
あ
る
。

ま
ず
我
々
は
、
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
カ
ン
ト
の
『
形
而
上
学
講
義
」
に
於
け
る
「
経
験
的
心
理
学
」
の
章
が
、
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ

ル
テ
ン
の
「
経
験
的
心
理
学
」
か
ら
カ
ン
ト
の
「
主
観
的
演
鐸
」
へ
の
移
行
の
過
渡
的
形
態
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
を
示
す
た
め
に
、

「
形
而
上
学
講
義
」
に
於
け
る
「
経
験
的
心
理
学
」
の
章
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
文
献
学
的
な
考
察
を
行
っ
て
お
こ
う
。

ペ
ー
リ
ッ
ッ
編
集
の
『
形
而
上
学
講
義
」
は
、
カ
ン
ト
の
講
義
の
聴
講
者
が
残
し
た
講
義
ノ
ー
ト
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ー
リ
ッ

（
Ⅳ
）

ッ
の
「
序
文
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
底
本
と
な
っ
た
講
義
ノ
ー
ト
は
、
一
一
種
類
あ
っ
た
。
特
に
「
経
験
的
、
心
理
学
」
の
部
分
を
含
む
講
義
ノ

ー
ト
は
、
後
に
ハ
イ
ン
ッ
ェ
（
エ
⑦
胃
①
）
に
よ
っ
て
「
Ｌ
‐
」
（
恐
ら
く
島
：
国
①
Ｆ
①
冒
信
①
『
爵
．
烏
。
言
津
の
略
号
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、

こ
の
講
義
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
ペ
ー
リ
ッ
ッ
自
身
は
、
「
書
き
方
か
ら
見
て
よ
り
古
い
方
の
も
の
に
は
、
そ
れ
が
何
年
に
カ
ン
ト
の
講
義
を

筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
記
戦
が
な
か
っ
た
。
」
（
ン
ン
．
園
．
×
×
く
員
い
い
ら
．
届
巨
．
）
と
述
べ
、
も
う
一
方
の
講
義
ノ
ー
ト
（
同

じ
く
ハ
イ
ン
ッ
ェ
に
よ
っ
て
「
Ｌ
２
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
）
に
つ
い
て
は
、
．
七
八
八
年
に
筆
記
さ
れ
、
他
の
人
に
よ
っ
て
一
七
八
九
年

ま
た
は
一
七
九
○
年
に
そ
の
欄
外
に
部
分
的
に
訂
正
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
加
筆
、
補
充
さ
れ
て
い
る
。
」
（
ン
ン
．
因
．
×
×
く
旨
函
も
ち
．

届
届
・
）
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
「
経
験
的
心
理
学
」
を
含
む
「
Ｌ
ｌ
」
ノ
ー
ト
が
、
何
年
頃
の
カ
ン
ト
の
講
義

を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
Ｇ
・
レ
ー
マ
ン
（
ｏ
①
号
昌
。
Ｆ
①
目
四
目
）
が
『
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
」
第
二
八
巻
の
「
付
録
」
に
於
い
て
紹
介
し

（
肥
）

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
Ｌ
‐
」
ノ
ー
ト
の
成
立
年
代
を
巡
っ
て
、
研
究
者
の
間
で
も
様
々
な
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｂ
・

エ
ル
ト
マ
ン
（
国
①
目
ｏ
ｍ
ａ
冒
目
）
は
、
「
一
七
七
三
／
七
四
年
の
冬
学
期
以
降
で
、
あ
ま
り
下
ら
な
い
時
期
」
（
シ
シ
．
図
．
×
×
く
買
い
＆
．



注

（
１
）
言
ョ
自
馬
一
昏
昌
．
琴
ミ
弄
鳥
、
ミ
ミ
ョ
鳶
ミ
ミ
．
丙
一
悪
］
認
』
一
・
弓
雪
踏
．
以
下
、
本
杏
か
ら
の
引
用
は
、
で
三
一
。
い
○
己
三
罵
言
画
き
一
一
。
胃
云
目
．
笥
嘩
）
・
弓
函
．
く
。
。

”
里
目
且
吻
呂
ョ
屋
一
．
ェ
昌
冒
『
脆
乞
韻
．
に
よ
り
、
慣
例
に
な
ら
っ
て
第
一
版
の
頁
数
を
ン
…
、
第
二
版
の
頁
数
を
国
…
と
い
う
形
で
、
本
文
中
に
指
示
す

る
。
他
の
カ
ン
ト
の
著
作
よ
り
の
引
用
は
、
所
謂
「
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
」
（
奇
ミ
・
堂
。
§
ミ
ミ
、
言
吻
号
慧
§
、
言
い
、
、
く
。
目
の
『
冒
烏
一
喜
卑
⑦
昌
昌
ｇ

鳶
邑
①
ョ
詩
号
『
箸
一
路
ｇ
罵
言
琴
９
．
）
に
よ
り
、
同
全
集
の
巻
数
と
頁
数
を
、
ン
ン
．
里
．
…
．
い
…
．
と
い
う
形
で
指
示
す
る
。

（
２
）
第
一
版
の
「
主
観
的
演
鐸
」
は
、
所
謂
「
構
想
力
の
三
重
の
綜
合
」
（
⑦
言
⑦
。
『
⑦
一
胃
言
ご
昌
言
爵
号
『
閃
冒
三
一
号
。
ｍ
異
国
客
）
の
考
察
を
軸
に
叙
述
さ
れ
て

一
○
○

②
．
届
障
．
）
の
講
義
の
筆
記
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
Ｐ
・
メ
ン
ッ
ァ
ー
（
で
昌
一
言
①
旨
①
『
）
は
、
「
一
七
七
八
／
七
九
年
ま
た
は
一
七
七
九
／

八
○
年
」
（
ン
ン
．
国
．
×
×
く
冒
画
．
画
．
の
．
届
急
・
）
の
講
義
の
筆
記
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｅ
・
ア
ー
ノ
ル
ト
（
両
目
一

ン
ョ
ｏ
屋
）
は
、
一
七
八
一
年
以
降
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
一
七
七
八
／
七
九
年
か
ら
八
四
／
八
五
年
の
間
と
考
え
る
余
地
を
残
し

な
が
ら
も
、
恐
ら
く
は
一
七
八
三
／
八
四
年
に
落
ち
着
く
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
ジ
ン
．
里
．
×
×
く
員
い
画
．
の
．
属
お
・
）
。

こ
の
よ
う
に
、
研
究
者
に
よ
っ
て
多
少
の
年
代
の
相
違
は
あ
る
が
、
こ
の
「
Ｌ
ｌ
」
ノ
ー
ト
が
「
純
粋
理
性
批
判
」
成
立
の
直
前
（
も

し
く
は
直
後
）
の
カ
ン
ト
の
思
想
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
講
義
ノ
ｉ
卜

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
カ
ン
ト
の
「
形
而
上
学
講
義
」
が
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
形
而
上
学
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
全
体
の
構
成
は
こ

れ
に
則
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
個
々
の
論
述
に
於
い
て
は
随
所
に
カ
ン
ト
独
自
の
概
念
規
定
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
こ
の
「
Ｌ
‐
」
ノ
ー
ト
の
「
経
験
的
心
理
学
」
に
於
い
て
、
カ
ン
ト
が
従
来
の
経
験
的
心
理
学
を
克
服
し
て
、
か
の
「
主
観
的
演
綴
」

（
旧
）

へ
の
道
を
切
り
開
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
姿
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
未
完
）



カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
櫛
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

一

○
一

い
る
。
こ
れ
は
第
二
版
で
は
、
第
二
四
節
に
於
い
て
「
構
想
力
の
超
越
論
的
綜
合
」
で
あ
る
「
形
象
的
綜
合
」
（
三
⑦
肩
弓
一
言
言
切
言
一
言
爵
）
と
い
う
概
念

に
集
約
さ
れ
て
い
る
（
昏
一
．
国
』
ｇ
‐
］
圏
．
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
綜
合
と
統
一
ｌ
超
越
論
的
綜
合
の
構
造
に
つ
い
て
ｌ
」
（
「
哲

畢
」
第
一
一
一
五
集
、
広
島
哲
学
会
、
一
九
八
六
年
、
一
一
一
一
’
二
二
五
頁
）
参
照
。

（
３
）
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
主
観
的
」
（
旨
号
冨
く
）
と
は
、
文
字
通
り
「
主
観
の
」
「
主
観
の
側
に
あ
る
」
「
主

観
に
関
わ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
主
観
的
関
係
」
と
は
、
〈
主
観
に
備
わ
っ
て
い
る
認
職
諦
力
の
主
観
内
部
で
の
関
係
〔
つ

な
が
り
〕
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
主
観
的
演
鐸
」
に
お
け
る
「
主
観
的
」
も
同
様
の
意
味
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
し
て
、
日
常
語
と
し
て

よ
く
使
用
さ
れ
る
、
〈
客
観
的
Ⅱ
普
遍
妥
当
的
・
確
実
〉
に
対
立
す
る
〈
主
観
的
Ⅱ
個
人
的
・
不
確
実
〉
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

（
４
）
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
主
観
的
演
鐸
を
必
要
溌
小
限
に
抑
え
、
客
観
的
演
鐸
を
前
面
に
押
し
立
て
た
第
二
版
の
叙
述
の
方
が
、
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た

叙
述
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
よ
う
に
、
第
一
版
の
叙
述
の
方
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
哲

学
者
も
存
在
す
る
。
筆
者
は
、
第
二
版
「
序
文
」
に
於
い
て
カ
ン
ト
自
身
が
、
第
二
版
の
叙
述
で
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
第
一

版
の
叙
述
と
比
較
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
（
蕎
一
．
画
×
巳
．
）
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
第
一
版
の
叙
述
と
第
二
版
の
叙
述
の
優
劣
を
論
じ
る
こ
と
に

さ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
５
）
拙
稿
「
カ
ン
ト
に
於
け
る
「
櫛
想
力
」
に
つ
い
て
」
（
「
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン
」
第
三
○
号
第
二
分
冊
、
広
島
大
学
文
学
部
哲
学
研
究
室
、
一
九
八
四
年
、
五

七
’
七
○
頁
）
、
拙
稿
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
綜
合
と
統
一
Ｉ
超
越
論
的
綜
合
の
構
造
に
つ
い
て
ｌ
」
（
「
哲
畢
」
第
三
八
集
、
広
島
哲
学
会
、
一
九
八
六
年
、

二
一
一
’
二
二
五
頁
）
、
拙
稿
「
カ
ン
ト
に
於
け
る
内
的
触
発
に
つ
い
て
Ｉ
「
純
粋
理
性
批
判
」
》
・
塁
の
一
考
察
ｌ
」
（
「
哲
単
」
第
三
九
集
、
広
島
哲
学
会
、

一
九
八
七
年
、
三
○
’
四
四
頁
）
等
参
照
。

（
６
）
三
木
清
「
榊
想
力
の
論
理
第
二
」
、
岩
波
普
店
、
昭
和
二
一
年
、
六
四
頁
。

（
７
）
ェ
の
目
９
コ
胃
昌
ｇ
・
ロ
苛
国
き
き
ミ
雪
盲
言
亀
昏
ミ
．
弓
昌
。
、
ｇ
§
。
．
い
，
胃
．
目
：
．
庭
．

（
８
）
ｇ
量
冒
乏
。
一
宍
尽
昌
忌
包
愚
の
。
、
§
鼻
昌
一
ら
ご
Ｃ
Ｏ
景
鳥
、
一
を
『
ミ
ミ
烏
、
吻
亀
、
§
ミ
§
§
§
．
・
童
ｇ
皇
一
豊
ロ
肩
§
尋
ミ
ミ
ミ
・
か
、
噂
鼠
一
弓

○
命
旨
ミ
ミ
ミ
憲
一
寺
異
命
．
』
．
言
《
・
ロ
２
房
ｇ
①
い
。
言
胃
弓
．
臣
．
い
、
言
侭
．
ぐ
。
。
ｇ
胃
一
＄
ン
．
ｎ
ｏ
貝
雪
一
号
吾
色
ョ
］
④
閉
．
い
，
畠
つ
．
以
下
同
書
は
く
．
。
．
と
略
記
し
、

該
当
す
る
節
と
全
集
版
の
頁
数
を
本
文
中
に
示
す
。



（
皿
）
９
１
豊
昌
君
。
員
く
時
『
ミ
ミ
篇
。
＆
昌
奇
ご
ご
。
富
。
ミ
ヘ
・
里
ミ
季
ミ
ミ
ミ
烏
、
堕
亀
碕
鳥
電
ミ
§
ミ
ミ
．
。
胃
寺
ミ
ミ
ロ
員
昌
馨
ミ
亀
冒
．
§
烏
ミ
ョ
首
↑

守
免
亀
冬
§
ミ
ミ
ロ
昌
一
ミ
ミ
奇
寄
§
エ
ミ
馬
異
ミ
売
豊
・
》
・
園
．
旨
韓
。
⑱
旨
き
蔦
言
一
寿
異
命
．
］
・
ン
己
一
．
ロ
２
－
沼
言
い
９
１
毒
８
．
国
二
・
い
、
言
緒
．
く
。
。
、
言
『
一
隅
ン
．
、
。
．
．

（
９
）
別
の
箇
所
で
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
「
魂
の
能
力
」
（
六
国
蓉
号
『
ｍ
ｇ
－
ｃ
）
と
し
て
「
感
能
（
望
弓
目
）
、
構
想
・
力
（
国
弓
旨
昌
唄
‐
寄
島
）
、
記
憶
（
Ｃ
ａ
胃
言
昌
）
、

熟
考
す
る
能
力
（
く
⑦
『
ョ
。
、
ｇ
曽
号
且
目
鼻
ｇ
）
、
悟
性
（
く
⑰
易
雷
且
）
、
感
性
的
欲
求
（
里
昌
一
言
言
国
⑦
腎
己
①
）
、
意
志
（
君
一
一
一
①
）
」
を
列
挙
し
、
こ
れ
ら
は

「
魂
の
一
つ
の
力
」
（
旦
：
旨
信
。
犀
鼻
骨
『
い
①
①
一
①
）
が
様
々
に
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
く
、
一
・
９
．
乏
○
員
天
。
・
み
、
塁
『
．

エ
ー
匡
隅
琴
璽
ヨ
』
④
い
い
つ
い
、
直
い
、

「
魂
の
一

ｍ
。
↑
⑦
、
。
）
◎

一

○

二

（
ｕ
）
Ｑ
・
冒
量
ェ
匡
ョ
⑦
、
昔
両
ミ
ミ
『
〕
８
菖
烏
ミ
肩
雪
§
§
負
員
３
冒
員
言
函
・
旨
食
い
③
ｇ
ｏ
弓
い
、
言
”
望
応
ｎ
首
§
§
喜
図
ミ
目
具
胃
三
冒
青
ミ
ロ
ミ
ミ
誼
§
馬
．

垂
『
》
輔
昌
胃
具
曹
ミ
昌
之
ミ
ミ
応
．
壁
向
き
旦
陣
ミ
ミ
・
く
○
一
・
四
．
８
．
９
弓
。
。
Ｆ
・
画
ｇ
臣
、
言
ヨ
ロ
．
○
×
昏
己
．
９
ｓ
も
．
届
震
茜
呂
ロ
．
皆
ョ
①
．
』
『
》
吋
昌
爵
具

誼
冨
ミ
§
之
ミ
ミ
§
罵
言
函
誉
雪
奇
ミ
》
員
。
ミ
ミ
ミ
ミ
一
意
騨
胃
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
言
旦
旦
詞
圏
さ
ミ
亮
一
ミ
。
ミ
。
ミ
曽
言
３
．
］
『
＄
．
］
『
さ
．
国
。
。
天
］
・
で
目
］
・

め
⑦
ｇ
ｏ
。
』
．
胃
『
ざ
Ｑ
ミ
§
§
蓮
図
ミ
§
具
一
言
一
寄
異
閏
ミ
ロ
ミ
ミ
害
ミ
⑮
．
圭
早
§
胃
具
さ
ミ
ミ
ミ
く
ミ
ミ
電
．
堅
Ｑ
ミ
目
一
陣
雪
宮
．
く
。
一
・
］
．
、
８
．
９
口
．
詞
．

ｚ
ｏ
耳
目
群
三
・
』
．
ｚ
ｏ
員
９
．
○
〆
蓉
ａ
、
い
つ
Ｓ
・
己
．
届
電
．

な
お
、
こ
の
よ
う
に
ヴ
ォ
ル
フ
の
国
弓
旨
目
唄
，
穴
『
畠
と
ヒ
ュ
ー
ム
の
一
ョ
橘
ヨ
豊
呂
と
の
間
に
は
、
か
な
り
相
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト

の
思
想
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
言
撹
ヨ
豊
呂
概
念
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
は
、

ま
た
別
の
機
会
に
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
尼
）
ン
一
妥
昌
烏
『
。
。
三
一
８
層
匡
ョ
悪
．
ｇ
・
ミ
ミ
§
ご
亀
８
．
》
・
圏
Ｐ
一
号
シ
ン
．
、
臣
．
×
く
．
い
、
④
、

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
形
而
上
学
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
」
の
第
一
五
巻
及
び
第
一
七
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
全

集
か
ら
引
用
す
る
。
（
た
だ
し
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
形
而
上
学
」
の
引
用
に
関
し
て
は
、
該
当
す
る
節
を
示
す
た
め
に
、
画
．
ミ
・
ふ
…
．
と
い
う
指
示

を
さ
ら
に
付
記
す
る
。
）
な
お
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
」
第
一
五
巻
の
Ｅ
・
ア
デ
ィ
ッ
ヶ
ス
（
、
１
号
宣
言
斎
い
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
使

用
し
て
い
た
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
「
形
而
上
学
」
は
、
一
七
五
七
年
刊
行
の
第
四
版
で
あ
る
（
く
、
一
・
シ
シ
．
図
．
×
く
あ
．
輿
・
）
。
筆
者
は
、
第
七
版
（
一
七
七

九
年
刊
行
）
の
復
刻
版
（
ど
⑰
首
邑
。
。
。
三
一
８
冒
巨
ョ
、
目
８
．
ミ
§
、
ご
亀
８
（
図
三
．
く
三
・
画
．
ｚ
胃
言
『
月
冨
昌
色
需
号
『
言
椙
号
①
雷
一
一
③
ご
ろ
．
里
一
色
の
⑫
冨
ョ
．



（
旧
）
高
坂
正
顔
「
カ
ン
ト
」
（
理
想
社
、
一
九
七
七
年
）
一
一
三
頁
。

（
肥
）
寺
冨
ミ
§
鐘
亀
宍
奮
ミ
・
為
く
○
二
島
冒
碗
§
舞
守
ミ
ミ
価
ミ
ミ
負
亘
一
罵
弄
・
雪
『
終
．
く
呂
穴
．
壷
．
Ｆ
，
で
○
言
瞬
閃
ユ
ご
コ
扇
曽
．

（
Ⅳ
）
く
、
一
・
一
ミ
ミ
ミ
堂
里
天
・
亀
ミ
・
睦
く
ご
ユ
曾
冒
、
§
忌
守
ミ
ミ
命
ミ
ミ
亀
、
吾
）
亀
零
．
三
『
緒
．
ぐ
目
六
・
エ
．
Ｆ
・
で
。
言
瞬
、
ユ
宮
。
』
圏
］
・
冒
口
肩
且
目
の
宮
口
緯
．
昌
一
且
一
ら
計
．
く
◎
弓
＆
⑦
、
い
、

乏
雰
シ
ン
．
臣
．
×
×
く
三
・
い
、
い
、
い
、
］
臼
弓
．
ベ
ー
リ
ッ
ッ
の
「
序
文
」
も
「
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
」
第
二
八
巻
第
一
一
分
冊
の
二
に
掲
賊
さ
れ
て
い

る
の
で
、
読
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
引
用
箇
所
の
指
示
は
同
全
集
に
よ
り
行
う
。

（
肥
）
く
、
一
・
シ
ン
．
国
。
．
×
×
く
三
・
い
い
．
シ
弓
ｇ
Ｆ
ｍ
ヨ
ー
①
冒
雲
、
く
。
コ
エ
①
『
冒
緒
８
①
『
》
。
①
『
言
ａ
Ｆ
豊
ョ
目
。
．
い
、
届
諸
富
．

（
⑲
）
以
下
、
本
稿
に
於
い
て
は
こ
の
「
Ｌ
ｌ
」
ノ
ー
ト
を
「
形
而
上
学
講
義
」
と
呼
ぶ
。
「
Ｌ
‐
」
ノ
ー
ト
は
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
」
第
二
八
巻
第

一
分
冊
（
ン
シ
、
臣
．
×
×
く
三
．
］
・
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
講
義
ノ
ー
ト
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
よ
り
行
い
、
ご
遥
・
の
略
号
を
添
え
て
、
同

普
の
頁
数
だ
け
を
本
文
中
に
指
示
す
る
。

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
榔
想
力
概
念
の
成
立
（
上
）

こ
の
指
摘
は
、

る
で
あ
ろ
う
。

一今

○

三

乞
留
．
）
及
び
同
書
を
底
本
と
し
た
ラ
テ
ン
語
・
ド
イ
ツ
語
対
訳
版
（
ン
一
⑦
曽
且
①
『
○
○
三
詩
ウ
厩
ニ
ョ
恩
二
ｓ
．
『
吋
蔓
：
ミ
９
冒
皇
蝿
署
員
烏
基
き
亀
弄
．
Ｆ
翼
⑦
言
胃
雪

‐
ロ
ｇ
毎
号
．
号
⑦
『
器
一
塁
匡
邑
言
穏
．
く
目
エ
自
切
両
目
○
一
『
い
、
言
蔚
胃
『
・
で
言
一
○
嘘
。
ｇ
胃
言
四
三
一
。
号
異
里
．
い
日
．
ェ
鯵
ョ
ｇ
『
、
、
乞
麗
・
）
も
参
照
し
た
が
、
テ
ク
ス
ト

の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
過
）
で
冨
昌
農
ョ
聾
及
び
一
ョ
農
ご
皇
ｏ
は
一
般
的
に
は
「
想
像
」
と
訳
さ
れ
、
己
言
．
国
い
旨
や
寄
呂
一
屋
翰
一
ョ
緒
言
己
一
は
「
想
像
力
」
と
訳
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ラ
テ

ン
語
（
元
来
は
ギ
リ
シ
ア
語
）
の
で
冨
昌
い
目
は
ド
イ
ツ
語
で
閃
言
三
一
号
届
と
訳
さ
れ
、
己
冨
昌
農
旨
Ⅱ
胃
匡
一
〔
罵
一
『
ｇ
ｍ
一
目
員
は
国
弓
一
一
号
。
、
異
『
島
と
訳
さ
れ

る
か
ら
、
カ
ン
ト
の
川
語
法
と
そ
の
訳
語
の
習
悩
に
従
っ
て
（
若
干
の
述
和
感
は
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
）
、
本
稿
で
は
己
冨
昌
鴎
ョ
掌
は
「
構
想
」
、
で
冨
昌
麗
旨

Ⅱ
昏
呂
一
一
陽
一
ョ
農
冒
コ
員
は
「
櫛
想
力
」
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。

面
）
そ
の
際
彼
は
、
こ
の
能
力
の
核
心
が
、
「
様
々
な
も
の
の
表
象
を
統
一
に
お
い
て
」
捉
え
る
（
結
合
す
る
）
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
っ
て
「
諸
物
の
諸
々
の

同
一
性
を
知
覚
す
る
能
力
」
（
胃
三
言
い
ご
呂
冒
一
男
『
①
己
ョ
篇
『
§
－
９
皇
）
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
国
．
ミ
・
ふ
・
留
需
シ
シ
・
・
圏
．
×
く
．
碗
・
蹟
・
）
。

こ
の
指
摘
は
、
後
の
カ
ン
ト
の
「
統
覚
の
綜
合
的
統
一
」
（
昌
一
①
選
昌
言
〔
胃
言
、
言
冨
〔
号
『
ン
弓
①
『
騨
名
号
．
）
の
概
念
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
す




